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五
常
校
区
第
五
回
防
災
訓
練
が
、
防
災
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
、
穏
や
か
な
陽
気
の

３
月
９
日
（
日
）
五
常
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

近
い
将
来
必
ず
起
き
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
大
地
震
に
備
え
て
の
防
災
訓
練
で
す
。 

今
私
た
ち
が
置
か
れ
て
い
る
地
震
環
境
： 

①
２
０
５
０
年
ま
で
に
は
必
ず
南
海
地
震 

（
枚
方
市
震
度
６
弱
）
が
起
き
る
。 

②
そ
の
前
か
直
後
に
生
駒
断
層
帯
地
震 

（
震
度
６
強
）
が
起
き
る
か
も
知
れ
な
い
。 

防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
避
難
誘
導
訓
錬

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

［
想
定
］
８
時
３
０
分
大
地
震
災
害
発
生 

五
常
校
区
で
大
被
害
発
生
情
報
あ
り
、
自
主

防
災
会
長
よ
り
緊
急
避
難
命
令
が
発
令
さ
れ

住
民
は
各
々
の
一
時
避
難
場
所
に
集
合
、
自

治
会
長
・
理
事
長
は
人
員
確
認
後
、
指
定
の

避
難
路
を
通
り
校
区
指
定
一
次
避
難
場
所
で 

        

避
難
訓
練
の
様
子 

                

あ
る
五
常
小
学
校
へ
避
難
誘
導
し
ま
し
た
。

自
治
会
長
・
理
事
長
は
じ
め
住
民
の
方
々
の 

 
 
 
 

高
い
防
災
意
識
と
参
加
意
欲
に

よ
り
、
参
加
人
員
は
昨
年
を
大

幅
に
上
回
る
３
８
５
名
（
実
行

委
員
含
）
と
な
り
、
自
主
防
災

会
と
し
て
は
こ
の
上
な
い
喜
び 

で
あ
り
ま
し
た
。 

 

開
会
式
は
、
昨
年
同
様
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
枚
方
市
消
防
署
他

関
係
機
関
か
ら
の
多
数
の
方
々
の
ご
参
加
を

紹
介
出
来
ま
し
た
。 

 

本
防
災
訓
練
の
目
玉
の
一
つ
は
、
枚
方
市

消
防
団
川
越
分
団
（
１
１
名
）
に
よ
る
放
水

訓
練
披
露
で
あ
り
ま
し
た
。
棒
状
放
水
（
消

火
活
動
）
と
噴
霧
放
水
（
延
焼
防
止
）
で
の

機
敏
な
動
作
は
、
我
々
隣
接
の
五
常
校
区
住

民
に
そ
の
存
在
感
と
安
心
感
を
強
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
も
の
で
し
た
。 

 

防
災
訓
練
ゲ
ー
ム
は
、
予
定
よ
り
２
０
分

早
く
１
０
時
丁
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
（
初
期
消
火
訓
練
） 

担

架
リ
レ
ー
（
救
助
訓
練
）、
防
災
グ
ッ
ズ
探
し

（
我
が
家
の
防
災
訓
練
）
へ
の
皆
さ
ん
の
参

加
意
欲
は
昨
年
以
上
に
強
く
、
各
１
０
０
名

の
参
加
者
を
揃
え
る
の
に
召
集
係
無
用
と
言

っ
た
状
況
で
し
た
。
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
見

る
か
？
嬉
し
い
現
象
で
し
た
。 

・
女
性
消
防
団
の
模
範
演
技
は
分
か
り
易
く 

 

毛
布
で
作
っ
た
担
架
に
よ
る
救
助
訓
練 

                

ユ
ー
モ
ア
あ
り
の
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。 

・
子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
取
組
み
、
参
加
賞 

（
防
災
グ
ッ
ズ
）
を
貰
っ
て
の
喜
び 

・
参
加
者
（
家
族
づ
れ
、
子
供
同
士
も
） 

全

員
に
輝
く
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
何
よ
り
ゲ
ー
ム
中
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と

が
よ
か
っ
た
。 

 

給
食
・
炊
出
し
訓
練
（
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
）

は
、
定
番
化
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
自
治

会
の
女
性
の
方
々
を
中
心
に
担
当
し
て
い
た 

3
月
９
日
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

 

 

編集発行 

コミュニティ 

協議会 

広報委員会 

 

 

人口 

６，９８８人 

世帯数 

２，６５４世帯 

平成２０年４月現在 
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だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
山
菜
お
こ
わ
（
４

０
０
食
）
で
し
た
が
、”
美
味
し
い
ね
！
”
と

言
う
声
が
流
れ
て
来
ま
し
た
。 

枚
方
消
防

署
警
備
課
の
富
山
課
長
は
、
防
災
訓
練
の
講

評
の
中
で
、”災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
地
域
住
民
の

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
で
す
”
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
こ
の
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開

催
に
当
た
り
、
ご
協
力
ご
支
援
戴
い
た
多
く 

                

解
散
後
の
炊
き
出
し
な
ど
の
配
布 

の
方
々
、
並
び
に
企
画
段
階
か
ら
ご
支
援
戴 

き
ま
し
た
自
治
会
長
・
理
事
長
の
皆
様
に
深

く
感
謝
致
し
ま
す
。 

 

後
日
、
枚
方
消
防
署
の
某
氏
か
ら
”
あ
れ

が
理
想
的
な
や
り
方
で
す
！
”
と
言
う
講
評

が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
さ
て
、
来
年
は
？

皆
様
か
ら
の
お
声
を
大
切
に
し
た
も
の
を
企

画
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

五
常
校
区
自
主
防
災
会 

 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

 

山
口
楠
夫 

    

平
成
19
年
度
最
後
の
自
治
部
会
が
３
月
２

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。
自
治
組
織
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
連
携
強
化
、
情
報
交

換
を
は
か
る
べ
く
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
自
治
組
織
の
代
表
者
多
数
が
出
席
さ

れ
た
。
当
日
の
議
事
の
概
要
は
次
の
通
り
で

あ
る
。 

 

野
々
村
会
長
挨
拶
お
よ
び
報
告 

 

３
月
１
日
、
枚
方
市
制
施
行
６０
周
年
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
た
。
五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
は
枚
方
市
長
表
彰
を
受
け
た
。 

 

市
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
中
で
あ
り
、
後
日
全
世
帯
に
配
布
さ

れ
る
。
青
少
年
対
策
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

て
い
る
。 

 

尚
、
当
校
区
、
Ｃ
地
区
再
開
発
に
つ
い
て

は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。 

 

議
事 

一
、 

と
ん
ど
祭
り
報
告 

 

盛
大
に
開
催
で
き
た
。
ご
協
力
に
感
謝
す

る
。 

 

祭
り
の
手
伝
い
人
数
が
若
干
不
足
気
味
で

あ
っ
た
の
で
、
来
年
度
か
ら
こ
の
点
手
当
し

た
い
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。 

尚
、
今
年
度
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
協
力
を

得
て
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
へ
ん
好
評
で
あ
っ
た
。 

 

次
い
で
、
と
ん
ど
祭
り
決
算
報
告
も
行
わ

れ
た
。 

二
、 

民
生
委
員
等
報
告
と
要
請 

 

４
月
１
日
委
嘱
の
３
名
の
推
薦
も
無
事
終

了
し
た
。
な
お
、
２０
年
度
諸
組
織
の
新
委
員

に
つ
い
て
も
、
付
保
の
関
係
も
あ
り
、
早
急

に
報
告
頂
く
よ
う
お
願
い
し
た
。 

三
、 
ま
ち
づ
く
り
企
画
委
員
会
報
告 

 

企
画
委
員
会
で
ま
と
め
た「
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
市
の
デ
ザ
イ
ン
事
業
に
応
募

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
旨
、
そ
の
概
要
と
共

に
報
告
が
あ
っ
た
。 

四
、 

Ｃ
地
区
再
開
発
に
つ
い
て 

 

Ｃ‐

７
の
街
区
売
却
に
つ
い
て
は
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
に
よ
る
と
購
入
応

募
ゼ
ロ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
下
の
経
済
情

勢
で
は
、
な
か
な
か
売
れ
な
い
よ
う
だ
と
の

報
告
が
あ
っ
た
。 

五
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
分
担
に
つ
い

て 

 

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
の
関
連
で
、
夏
祭
り

等
地
域
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
行
事
実

施
に
つ
き
、
財
政
支
援
を
お
願
い
す
る
と
の

要
請
が
行
わ
れ
た
。 

六
、 

自
主
防
災
会
に
つ
い
て 

 

他
校
区
の
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
報
告
と

共
に
「
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
へ
の
協
力

要
請
が
あ
っ
た
。 

七
、 

そ
の
他 

 

五
常
小
学
校
近
辺
の
駐
車
場
等
に
つ
い
て
、

学
校
と
も
協
議
し
、
対
応
し
た
い
。
ま
た
、

以
楽
公
園
信
号
付
近
の
排
水
不
良
箇
所
の
改

修
に
つ
い
て
も
対
応
し
て
い
き
た
い
旨
の
報

告
が
あ
っ
た
。 

八
、 

質
疑
等 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
費
、
災
害
時
要
援
護
者

対
策
等
に
関
し
質
疑
が
あ
っ
た
。 

 

自

治

部

会

の

報

告

 

 

 



五常校区コミュニティ協議会・会報 第１１号         ２００８年(平成２０年)５月８日発行 

五常校区コミュニティ協議会ホームページアドレス 

http://comm.city.hirakata.osaka.jp/comm//pages/gp/gojou/ 

- 3 - 

 

  

妙
見
山
配
水
池
入
り
口 

             

お
そ
ら
く
五
常
校
区
内
で
最
も
高
い
地
点

は
、
香
里
ヶ
丘
八
丁
目
の
西
端
に
ほ
ど
近
い

妙
見
山
頂
上
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
こ
こ
は
妙

見
山
配
水
池
と
し
て
巨
大
な
上
水
タ
ン
ク
が

設
置
さ
れ
、
水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
。
こ

の
タ
ン
ク
の
横
に
高
さ
１
９
．
９
メ
ー
ト
ル

直
径
約
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
煙
突
が
そ
び
え

て
い
る
。 

 

こ
の
煙
突
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
付

近
一
帯
が
火
薬
工
場
、
す
な
わ
ち
旧
陸
軍
香

里
製
造
所
で
あ
っ
た
頃
の
遺
物
で
あ
る
。
記

憶
に
あ
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
争

中
、
宇
治
火
薬
製
造
所
か
ら
送
ら
れ
て
き
た

湿
っ
た
火
薬
を
、
香
里
製
造
所
に
お
い
て
ス

チ
ー
ム
熱
で
乾
燥
さ
せ
て
い
た
と
言
う
。
そ

の
時
に
出
る
煙
を
今
に
残
る
煙
突
か
ら
排
出

さ
せ
て
い
た
。
戦
時
中
は
、
敵
軍
の
目
を
あ

ざ
む
く
た
め
に
、
煙
突
に
樹
木
な
ど
を
絡
め

て
偽
装
し
て
い
た
と
聞
い
た
。 

 
 

            

平
和
を
誓
う
内
容
の
石
碑 

敗
戦
後
、香
里
製
造
所
は
閉
鎖
さ
れ
た
が
、

昭
和
２７
年
に
朝
鮮
戦
争
の
特
需
ブ
ー
ム
で
、

火
薬
製
造
会
社
が
、
旧
香
里
製
造
所
の
払
下

げ
に
よ
る
火
薬
製
造
を
復
活
し
よ
う
と
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
枚
方
・
寝
屋
川
市
の
香

里
地
区
住
民
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
婦
人
会
な
ど
の
市

民
団
体
も
呼
応
し
て
火
薬
製
造
反
対
の
市
民

運
動
を
展
開
、
枚
方
市
議
会
で
も
「
火
薬
製

造
反
対
決
議
」
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
一
大

反
対
運
動
に
よ
っ
て
、
火
薬
製
造
工
場
建
設

は
断
念
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
３１
年
、
香
里
団
地
造
成
が

始
ま
り
、
香
里
団
地
に
生
ま
れ
変
っ
た
が
、

煙
突
へ
の
熱
い
思
い
を
持
っ
た
市
民
は
多
く
、

昭
和
５９
年
に
は
、「
煙
突
に
寄
せ
て
平
和
を

誓
う
」
と
の
説
明
板
が
設
置
さ
れ
こ
の
経
緯

が
記
さ
れ
た
。
平
成
７
年
に
は
被
爆
・
戦
後

50
周
年
を
機
に
あ
ら
た
め
て
平
和
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
と
し
て
守
り
続
け
る
こ
と
が
表
明

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。 

 

戦
争
を
く
ぐ
り
抜
け
て
来
た
煙
突
は
、今
、

反
戦
平
和
の
象
徴
と
し
て
、
校
区
内
を
見
下

ろ
し
な
が
ら
、
春
は
桜
、
夏
は
緑
、
秋
は
紅

葉
な
ど
に
囲
ま
れ
て
そ
の
た
た
ず
ま
い
を
見

せ
て
い
る
。 

 

上
水
道
配
水
地
で
あ
り
、
市
の
許
可
が
な

い
と
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
ず
、
煙
突
を
眼

近
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
高
所
に
位

置
し
て
い
て
、
北
の
北
摂
連
山
、
東
の
生
駒

の
山
な
み
、
五
常
校
区
は
も
ち
ろ
ん
、
枚
方

市
内
、
大
阪
ま
で
も
一
望
で
き
て
、
眺
望
絶

佳
で
あ
る
。 

   

ひ
さ
か
た
の 

光
の
ど
け
き 

春
の
日
に 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
は 

お
花
見
だ
い
！ 

             

 

花
見
弁
当
配
布
の
様
子 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
香
里
ヶ
丘
自
治
会
で
は
、

毎
年
恒
例
の
「
お
花
見
会
」
を
、
四
月
第
一

日
曜
日
に
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

 

全
国
的
な
温
暖
化
に
よ
る
早
期
開
花
情
報

を
よ
そ
に
、
今
年
四
月
六
日
の
淀
見
公
園
は

期
待
通
り
の
満
開
の
桜
に
恵
ま
れ
、
降
り
注

ぐ
陽
光
、
時
折
頬
を
な
で
る
優
し
い
春
風
、

ま
さ
に
絶
好
の
花
見
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

エ
ン
ト
ツ
山(

煙
突
山)

の
エ
ン
ト
ツ  

 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
香
里
ヶ
丘
自
治
会 

恒
例
の
「
お
花
見
会
」（
於
：
淀
見
公
園
） 
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新
年
度
自
治
会
役
員
の
初
仕
事
は
、
淀
見
公

園
の
桜
の
樹
木
の
下
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

敷
き
詰
め
、
事
前
申
し
込
み
の
花
見
弁
当
や

飲
物
を
準
備
し
て
、
配
っ
て
、
住
民
間
の
交

流
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
す
。 

 

昼
時
に
な
る
と
、
陽
気
に
誘
わ
れ
て
家
族

連
れ
や
友
達
連
れ
な
ど
が
、
次
々
と
公
園
に

姿
を
見
せ
弁
当
を
受
け
取
っ
て
い
き
ま
す
。

散
策
し
な
が
ら
花
を
愛
で
る
人
々
、
座
っ
て

食
事
と
歓
談
に
花
を
咲
か
せ
る
人
々
、
み
な

そ
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
、
顔
、
顔
。 

満
開
の
桜
の
下
で
の
お
食
事 

  
 

            

輪
番
制
で
引
き
受
け
る
自
治
会
役
員
達
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
宜
し
く
、
和
気
藹
々
と
交
流

行
事
で
の
裏
方
務
め
の
経
験
値
を
上
げ
て
い

き
ま
す
。
自
分
達
も
楽
し
み
な
が
ら
。 

   

お
花
見
の
会
の
様
子 

              

香
里
ケ
丘
西
公
園
お
花
見
の
会
が
こ
の
４
月

３
日
に
西
公
園
愛
護
会
の
主
催
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

満
開
の
さ
く
ら
の
下
で
、
池
亀
矩
男
さ
ん
の

歌
唱
指
導
や
伊
藤
民
子
さ
ん
に
よ
る
お
点
前

も
あ
り
、
全
員
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

   

皆
様
、「
見
守
り
隊
」
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
？
以
前
こ
の
紙
面
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
五
常
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
が
最
近
の
子
供
関
連
の
事
件
・
事
故

の
増
加
に
伴
い
、
下
校
時
だ
け
で
も
子
供
た

ち
の
安
全
を
確
保
し
よ
う
と
始
め
た
見
守
り

活
動
で
す
。 

平
成
18
年
７
月
の
試
行
期
間
を
経
て
、
２

学
期
か
ら
本
格
的
に
始
動
い
た
し
ま
し
た
。

通
学
路
の
中
で
も
交
差
点
な
ど
危
険
箇
所
を

４
地
点
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
２
名
ず
つ
で
下
校

時
間
帯
に
合
わ
せ
て
生
徒
た
ち
の
下
校
を
見

守
っ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
下
校
時
間

帯
の
午
後
３
時
か
ら
４
時
ご
ろ
ま
で
の
1

時
間
程
度
立
番
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

 
 
 

 

当
初
は
防
犯
協
議
会
五
常
支
部
を
中
心
に
、

交
通
対
策
協
議
会
、
青
少
年
育
成
指
導
員
の

方
々
の
協
力
を
得
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
自
治
会
や
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
加
わ
っ
て

活
動
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
最
近
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

慢
性
的
な
人
員
不
足
で
あ
り
ま
す
。
現
場
か

ら
の
声
と
し
て
人
員
配
置
の
や
り
く
り
に
大

変
苦
労
し
、
欠
員
も
発
生
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
は
、子
供
た
ち
の
安
全
の
み
な
ら
ず
、

地
域
の
防
犯
に
も
役
立
つ
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
様
お
忙
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ご

都
合
の
つ
く
時
だ
け
で
構
い
ま
せ
ん
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
お
近

く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
役
員
も
し
く
は
、

自
治
会
役
員
を
通
じ
て
ご
連
絡
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

見
守
り
隊
の
様
子 

             

皆
様
の
ご
協
力
で 

見
守
り
活
動
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。 

「
見
守
り
隊
」
ご
協
力
の
お
願
い 

西
公
園
愛
護
会
主
催
の
お
花
見 


